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論文題目 マッサージシステムにおける生体信号処理と知的制御に関する研究

審査結果の要旨

本研究は、リラクゼーションとしてのマッサージにおいて、生体信号処理と知的制御の手法でイン

テリジェント化することによって、プ自のマッサージ師のマッサージプ口セスを再現・凌駕すること

により、知的システム技術の有用性を検証することを目的としている。具体的には、身体的状態を考

慮、した手法と精神的状態を考慮、した2種類の知的システム技術を提案している。

身榊令状態を考慮した手法として、皮！欝筋系弾性特性に基づくマッサージカ制御手法を提案してい

る。ここでは、使用者の皮膚筋系弾性特性の推定を行い、弾性特性とマッサージカを関連付けた DB

からマッサージカを決定している。決定した力を実現するため、インピーダンス制御を用いている。

現行のマッサージチェアを基にした実験機を試作し、皮膚筋系弾性特性の推定とインピーダンス制御

，によってマッサージ師と同様な押し込みで実現できることを確認した。また、使用者にDBを適合さ

せるため、マッサージ時における脳波から快一不快を推定しているo 推定手法として、脳波データの

相関性を考慮したk-means 法による分類と追加学習型NN を用いた。さらに、本手法によるマッサ

ージの前後に筋活動電位を取得することでコリ度合いを推定し、本手法の身体におよぼす効果を確認

した。この結果、本システムはプロのマッサージ師の触診プロセスに相当し、使用者の身体の硬さ・

コリに応じたカで、マッサージが可能となるとしており、知的システム技術の有効性を実証した。

精神的状態を考慮したシステムとして、使用者の精神状態の指標を脳波信号から判断し、繰り返し

学習制御によって次誠子のマッサージカの更新することにより、使用者の脳波を所望の状態に制御す

る手法を提案している。これは、マッサージ師が運動前で、は心身ともに興奮を促すようにマッサージ

を行い、さらには運動後にそれを沈青争化するマッサージに相当するとしている。これらを現行のマッ

サージチェアを用いて実験し、前子ごとに被験者の脳波と目標値との誤差が減少することを確認し、

提案する学習制御が正当に機能していることを確認している。また、本手法の実現にはマッサージカ

の計測が必要となることから、加速度センサによる力推定技術を開発している。

以上により、本論文は、博士（工学）の学位論文に値する。


